
 

 

 

                                            

                      

                     

  

 

 

  

 

 

       

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年２月発行 

益田市男女共同参画通信 

梅の花が開き、桜の小枝もつぼみをふくらませ春を待つばかりです。 

令和４年度に皆さんと共に歩んだ男女共同参画の取組みを振り返ってみます。 

 

1２月 第１１回「いのち・愛・人権」展 

～女性の人権、部落問題、子どもの人権など様々な人権をテーマに交流が生まれました～ 

 

  益田市・津和野町・吉賀町の住民団体、企業、行政機関等が実行委員会として一体となり、

第１１回「いのち・愛・人権」展が、令和４年１２月１日～８日まで益田市人権センター

及び益田市総合福祉センターを会場に開催されました。この人権展は、差別や偏見の解消

のため基本的人権の理解や人権意識を高め、一人ひとりが尊重され、ともに生きることが

できる地域・社会づくりに寄与する目的で１９８９年から受け継がれてきました。 

会場では、１１コーナーでの展示・体験や映画を通して、学校の授業や職場研修、一般 

参加など、延べ２，２５１人が来場し、一人ひとりが「人権」について考えました。 

 

１０月 防災・災害対応をテーマに展示・研修会を行いました 

その 1 パネル展示「災害と女性」、災害用ベッドや避難所パテーション、赤ちゃんや大人の 

非常食、災害用トイレなど実物の展示から防災・災害をテーマに取組みました。 

     

その 2 テーマ「男女共同参画の視点で考える避難所運営～ＨＵＧを使って、楽しく実践～」 

   １０月２５日、島根県男女共同参画サポーターさんを中心に企画し、公益財団法人しまね

女性センター 小川洋子事業課長を講師にお迎えし研修会を開催しました。 

「なぜ、男女共同参画の視点が防災に必要・大切なのか」の講義をもとにＨＵＧを使い 

６グループに分かれチームワークを発揮しました。本番さながら、次々に避難所に訪れる 

避難者への対応に奮闘しながら、男女共同参画の視点の必要性と実際の難しさを痛感しま

した。 

Ｈ(避難所)Ｕ(運営)Ｇ(ゲーム)は、災害時の避難所運営が模擬体験できるゲームです。 

みなさんの地域でも是非実施してみてください。   

            

【発行】益田市人権センター  ℡0856-31-0412・fax 0856-31-0414 

【ホームページ】http://www.city.masuda.lg.jp  

【E－mail】   j inken@city.masuda.lg.jp 益田市人権センター  

8月 益田市男女共同参画審議会を開催  

   
益田市では男女共同参画社会の実現に向けて、

８月７日に令和４年度男女共同参画審議会を開

催し、第４次計画に基づいて実施した事業実績

や事業計画について、多くのご意見をいただき

ました。いただいたご意見を踏まえ、当市の男

女共同参画の取組みを推進していきます。審議

会の会議録は、人権センターのホームページに

掲載してありますので、ぜひご覧ください。
 

 

4 月 第４次益田市男女共同参画計画の推進２年目となりました。 

  令和２年に実施した市民意識調査では、男だから女だからという理由で差別を受

けたことがあると回答した人の割合は、男性で２割以上、女性で３割以上を占め

ていました。 

～ 性別による差別をなくし 一人ひとりが活躍し 個性と能力が輝くまち ～ 

をスローガンに今年度も取組みを進めます。
 

～役員等、性別にとらわれない参画を～ 

男女共同参画の指標に審議会等への女性の参画率が用いられます。国や県による

調査に対して、令和４年４月１日現在の審議会等への益田市の女性の参画率は 

２８．８％でした。第４次益田市男女共同参画計画では、政策・方針決定過程へ 

性別に関わりなく、誰もが参画することを目標に掲げ、 

最終(令和７)年度に審議会等への女性の参画率が４０％ 

になることを目標としています。 

役員等の委員構成など、決定過程に性別に関わりなく参画 

できるようみんなで考えてみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

6 月 男女共同参画週間 (６月２３日～２９日)   パネル展示・グッズ設置 

「益田児童相談所と連携し、女性に対する(あらゆる人への)暴力の防止の呼びかけ、

相談機関の紹介を行いました」 

   第４次益田市男女共同参画計画にかかる市民意識調査(令和２年)では、ドメスティ

ック・バイオレンスは女性の方が男性より被害を受けた割合が大きく、特に身体

的暴力を受けたことがある女性は１０人に１人という結果でした。暴力は個人の

人権を侵害し自立や自由を妨げる行為です。これからも誰もが被害者や加害者に

ならないための取組みを進めます。    

   ※１１月１２日～２５日は女性に対する暴力をなくす運動期間です。のぼり旗の

設置などで６月同様にドメスティック・バイオレンス防止を呼びかけました。 

 

新着ＤＶＤ紹介 

性の多様性についての理解を深

めましょう。 

「レインボーストーリーズ②」 

（ＬＧＢＴｓと家族）２１分 

「レインボーストーリーズ④」 

（ＬＧＢＴｓと社会）２２分 

 

職場や自治会の会合等での人権

研修としてご活用ください。 

 

http://www.city.masuda.lg.jp/
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